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七
月
二
十
日
（
日
）
に
札
幌

市
南
区
の
定
じ
ょ
う
ざ
ん
け
い

山
渓
国
有
林
を
メ

ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、「
北

海
道
森
林
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

二
〇
〇
八
ｉｎ
定
山
渓　

第
十
一

回
大
会
」
が
、
同
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
の
主
催
で
約
千
二
百

名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
ス
ポ
ー
ツ
と
森

づ
く
り
を
通
じ
て
自
然
と
ふ
れ

合
う
こ
と
を
目
的
に
平
成
十
年

か
ら
開
か
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

開
会
式
で
は
、
中
西
実
行
委

員
長
の
開
会
宣
言
に
続
き
、
こ

の
森
林
マ
ラ
ソ
ン
の
提
唱
者
で

あ
る
今
井
通
子
氏
（
写
真
①
）、

山
田
北
海
道
森
林
管
理
局
長
な

ど
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

大
会
メ
ー
ン
行
事
で
あ
る
森

林
マ
ラ
ソ
ン
は
、
ス
タ
ー
タ
ー

を
安
樂
北
海
道
森
林
管
理
局
計

画
部
長
（
写
真
②
）
が
務
め
、

十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
二
コ
ー
ス
を
、
参

加
選
手
は
号
砲
と
と
も
に
元
気

よ
く
ス
タ
ー
ト
し
、
定
山
渓
の

森
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

ツ
ー
リ
ン
グ
や
森
林
浴
ウ
ォ
ー

ク
の
ほ
か
、
環
境
保
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
「
水
源
の
森
づ
く
り

体
験
」
と
し
て
東
ひ
が
し
三
郎
氏
（
北

海
道
大
学
名
誉
教
授
／
森
林
空

間
研
究
所
主
宰
）
の
指
導
に
よ

る
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
を
使
っ
た
苗

木
づ
く
り
（
写
真
③
）、「
電
気

バ
ス
で
行
く
豊
平
峡
ダ
ム
エ
コ

ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
作
っ
た
苗
木
は

森
を
も
っ
と
豊
か
に
す
る
た

め
、
秋
頃
、
定
山
渓
の
森
へ
移

植
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
は
、
お
楽
し
み
抽
選

会
も
あ
り
、
参
加
者
の
み
な
さ

ん
は
、
思
う
存
分
森
林
と
ふ
れ

あ
い
な
が
ら
、
初
夏
の
休
日
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
指
導
普
及
課
）

スポーツ＆森づくりで自然にふれあう

in定山渓

北海道森林スポーツ
　　　　　フェスタ２００８
北海道森林スポーツ
　　　　　フェスタ２００８
北海道森林スポーツ
　　　　　フェスタ２００８
北海道森林スポーツ
　　　　　フェスタ２００８

森林に集まりスポーツをするとともに、木を植え
森を育てましょう！

①

みなさ〜ん準備はいいですか？

②

カミネッコンを使った苗木づくり

③
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北
海
道
森

林
管
理
局
で

は
七
月
二
十

二
日
（
火
）

〜
二
十
五
日

（
金
）
の
四

日
間
、
ウ
ッ

デ
ィ
ー
ホ
ー

ル
に
お
い
て

「
北
海
道
の

木
の
写
真
パ

ネ
ル
展
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
二

十
五
日
は
、
カ

ル
チ
ャ
ー
ナ
イ

ト
二
〇
〇
八

（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
へ
の

参
加
施
設
と
し

て
夜
十
時
ま
で

の
一
般
開
放
を

行
い
ま
し
た
。

　

カ
ル
チ
ャ
ー

ナ
イ
ト
は
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

が
発
祥
の
地
で

公
共
・
文
化
施

設
や
民
間
施
設

を
夜
間
開
放
し
、
市
民
が
地
域

の
文
化
を
楽
し
む
行
事
で
、
各

施
設
が
も
っ
て
い
る
専
門
分
野

や
特
色
を
生
か
し
た
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
こ
の
日
の
た
め
に
提

供
す
る
も
の
で
す
。
ウ
ッ
デ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
は
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
北
海
道
の
木
の
写
真
を

見
た
り
、
本
物
の
木
の
実
や
幹

に
触
れ
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
場
者
の
み
な
さ
ん
は
、
森

林
管
理
局
の
施
設
へ
の
興
味
も

あ
り
、
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
の

床
や
柱
、
壁
が
北
海
道
産
の
木

で
で
き
て
い
る
こ
と
を
説
明
す

る
と
、
し
き
り
に
感
心
し
天
井

を
見
上
げ
た
り
床
に
さ
わ
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
普
段
か
ら
森
林
管
理
局
の

前
を
通
り
な
が
ら
中
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
気
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

中
に
入
れ
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
話
す
方
も
お
り
、
夜
の
開
催

も
な
か
な
か
良
い
も
の
だ
と
感

じ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

（
指
導
普
及
課
）

　Ｇ８北海道洞爺湖サミットが開催され、
国内外から多くの観光客が訪れる洞爺湖畔
の洞爺湖ビジターセンター（洞爺湖町洞爺
湖温泉）に日本の環境施策を紹介するため
の「エコ・ギャラリー」が８月末まで開設
されています。
　北海道森林管理局では、北海道国有林に
おける魅力ある自然や「美しい森林づくり」
に向けた各種の取り組みを紹介するパネル
を７月14日（月）〜�1日（月）までの８日
間にわたって展示し、来場者のみなさんに
生物多様性の保全、台風被害を受けた森林
の復旧、レブンアツモリソウの保護増殖な
どについて理解を深めていただきました。

（企画課）

みなさんに伝えたい　美しい森林づくりと北海道の木

カルチャーナイト2008カルチャーナイト2008カルチャーナイト2008

エコ・ギャラリー2008エコ・ギャラリー2008エコ・ギャラリー2008
洞爺湖で美しい森林づくりのPR
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【
石
狩
署
】
北
海

道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
と
石
狩

森
林
管
理
署
で

は
、
七
月
十
四
日

（
月
）、
森
林
整

備
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
球
団
が
展
開
す

る
「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、

平
成
十
六
年
の
台
風
十
八
号
で

甚
大
な
倒
木
被
害
を
受
け
た
支

笏
湖
周
辺
国
有
林
の
一
部
、

十
八
・
五
㌶
（
写
真
）
で
植
林

活
動
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
森
を
球

団
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
ち
な
み

『
Ｂ
☆
Ｂ
の
森
』

と
名
付
け
、
球

団
は
も
ち
ろ

ん
、
フ
ァ
ン
の

み
な
さ
ん
、
地

域
の
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ

せ
、
美
し
い
北

海
道
の
自
然
の

再
生
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
願

っ
て
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
し
、
や

が
て
は
、
こ
の

「
Ｂ
☆
Ｂ
の
森
」

が
潤
い
あ
る
緑

豊
か
な
森
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
署
で
は
こ
の
活
動

に
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
森
林
整
備

に
関
す
る
技
術
の
指
導
な
ど
で

協
力
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

【
石
狩
署
】七
月
十
一
日（
金
）、

当
別
町
と
石
狩
森
林
管
理
署
で

は
、
森
林
整
備
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
町
が
進
め
る
「
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

（
平
成
十
九
年
〜
二
十
三
年
度
）

実
施
に
当
た
り
、
西
部
地
区
市

街
地
周
辺
等
の
国
有
防
風
保
安

林
（
写
真
）
の
フ
ィ
ー
ル
ド
提

供
要
請
を
受
け
た
も
の
で
、
こ

の
期
間
中
に
八
十
四
㌶
の
森
林

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
枯

損
木
の
整
理
な
ど
も
行
う
計
画

で
す
。

　

当
署
と
し
て
も
同
町
が
実
施

し
て
い
る「
美
し
い
町
づ
く
り
」

と
「
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
へ

の
貢
献
、
ま
た
将
来
的
に
は
、

「
国
有
防
風
保
安
林
管
理
協
定
」

締
結
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
契
機
と

し
、
同
町
と
の
連
携
を
更
に
図

り「
地
域
に
貢
献
す
る
国
有
林
」

を
実
践
し
て
い
く
考
え
で
す
。

（
杉
村　

流
域
管
理
調
整
官
）

当別町と
森林整備協定

美しい森林づくりと
美しい町づくりが
美しい森林づくりと
美しい町づくりが マッ

チン

　　
グーマッ
チン

　　
グーマッ
チン

　　
グー

ファイターズと森林整備協定
支笏湖の国有林で

Ｂ☆Ｂの
森づくり
Ｂ☆Ｂの
森づくり
Ｂ☆Ｂの
森づくり
Ｂ☆Ｂの
森づくり
Ｂ☆Ｂの
森づくり
Ｂ★Ｂの
森づくり
スタート！！

みんなで力あわせて森林づくり
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【
檜
山
署
】
七
月
八
日
（
火
）、

函
館
地
方
森
林
整
備
事
業
協
議

会
、
北
海
道
森
林
管
理
局
函
館

事
務
所
及
び
檜
山
森
林
管
理
署

共
催
で
「
低
コ
ス
ト
作
業
路
作

設
に
係
わ
る
現
地
検
討
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る

低
コ
ス
ト
作
業
路
を
使
用
し
た

高
性
能
林
業
機
械
等
に
よ
る
効

率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
、
急
峻
な
地
形

が
多
い
函
館
地
区

に
お
い
て
こ
れ
ら

を
広
く
普
及
さ
せ

る
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
五
十

名
の
参
加
者
が
あ

り
、
午
前
中
は
厚

沢
部
町
の
館
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
林
野
庁
森
林
技

術
総
合
研
修
所
林
業

機
械
化
セ
ン
タ
ー

（
群
馬
県
沼
田
市
）

で
の
「
低
コ
ス
ト
作

業
路
企
画
者
養
成
研

修
」
を
修
了
し
た
函

館
事
務
所
職
員
を
講

師
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
を
活
用
し
、
路
線

の
選
定
方
法
や
表
土
を
使
っ
た

盛
土
工
法
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
同
町
内
の
焼

木
尻
国
有
林
に
移
動
し
、
同
林

業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
で
の
「
低

コ
ス
ト
作
業
路
技
術
者
養
成
研

修
」
を
修
了
し
た
函
館
地
方
森

林
整
備
事
業
協
議
会
会
員
の

（
株
）
細
畑
林
業
の
中
島
氏
が

講
師
と
な
り
、
現
地
に
お
い
て

「
表
土
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法
」
に

よ
る
作
業
路
作
設
の
実
演
指
導

が
あ
り
、
そ
の
後
同
協
議
会
会

員
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
体

験
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ

れ
た
検
討
で
は
、

林
地
保
全
と
い
う

観
点
か
ら
大
変
有

効
な
工
法
で
あ
る

と
い
う
共
通
認
識

の
下
、「
従
来
の

集
材
路
作
設
に
比

べ
、
導
入
初
期
に

経
費
増
と
な
る
」、

「
収
穫
調
査
時
点
の
支
障
木
選

定
に
高
度
な
技
術
が
必
要
」、

「
恒
久
使
用
作
業
路
へ
の
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
（
植
栽
義

務
）
の
整
理
」
な
ど
、
現
場
へ

普
及
さ
せ
る
た
め
の
課
題
が
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
検
討
会
は
、
活
発
な

意
見
交
換
等
が
行
わ
れ
た
大
変

有
意
義
な
も
の
と
な
り
、
今
後

の
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
押
野　

流
域
管
理
調
整
官
）

林地保全に有効林地保全に有効

低コスト作業路を普及促進

厚沢部町で
現地検討会
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倶
知
安
町
に
あ
る
後
志
森
林

管
理
署
の
事
務
室
か
ら
は
羊
蹄

山
（
一
八
九
八
㍍
）
が
望
め
ま

す
。

　

こ
の
山
の
登
山
コ
ー
ス
に

は
、
真
狩
、
比
羅
夫
、
京
極
、

喜
茂
別
の
四
つ
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
登
り
に
五
時
間
、
下
り
に

四
時
間
程
度
で
余
裕
を
持
っ
て

登
山
で
き
ま
す
。

　

人
気
が
高
い
の
は
、
真
狩
、

比
羅
夫
コ
ー
ス
で
、
こ
れ
は
登

山
口
周
辺
の
施
設
充
実
や
交
通

の
便
の
良
さ
に
よ
る
も
の
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
登
山
者
に

は
百
名
山
制
覇
を
目
標
に
し
て

い
る
、
年
配
の
皆
さ
ん
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

倶
知
安
と
い
え
ば
ス
キ
ー
。

　

羊
蹄
山
で
の
春
山
ス
キ
ー
の

愛
好
者
は
署
内
に
も
い
ま
す

が
、
マ
ニ
ア
の
中
に
は
厳
冬
期

に
テ
レ
マ
ー
ク
ス
キ
ー
で
楽
し

む
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
で
は
、
比

羅
夫
地
区
に
ヒ
ラ
フ
ス
キ
ー
場

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
は
冬
の
晴
れ
た
日
に

は
、
羊
蹄
山
の
眺
め
も
良
く
、

雪
質
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
か

ら
、
国
内
の
他
の
ス
キ
ー
場
が

来
場
者
の
減
少
に
苦
労
す
る

中
、
こ
の
ス
キ
ー

場
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
を
中
心

と
す
る
海
外
か
ら

の
ス
キ
ー
客
が
増

加
し
て
お
り
、
リ

フ
ト
や
ゴ
ン
ド
ラ

に
乗
る
と
、
外
国

人
と
同
乗
す
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で

す
。

　

一
方
、
町
内
で

は
近
年
外
国
資
本

に
よ
る
「
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
」
と
呼

ば
れ
る
賃
貸
型
の

リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
設
・
購
入
が
進
み
、

町
で
は
将
来
、
固
定
資
産
税
を

徴
収
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
心

配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
日
本
人
の

保
証
人
を
付
け
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ヒ
ラ
フ
地
区
が
外
国
人
に
人

気
が
あ
る
の
は
、
彼
ら
は
一
週

間
か
ら
一
〇
日
ほ
ど
滞
在
す
る

た
め
、
同
じ
ホ
テ
ル
で
毎
日
食

事
す
る
と
い
う
の
は
好
ま
ず
、

居
酒
屋
、
コ
ン
ビ
ニ
、
各
種
飲

食
店
が
あ
り
、
少
し
足
を
伸
ば

せ
ば
倶
知
安
の
市
街
地
で
エ
ン

ジ
ョ
イ
で
き
る
と
い
う
立
地
条

件
の
良
さ
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
変
わ
り
し
て

い
る
ス
キ
ー
場
で
す
が
、
羊
蹄

山
は
昔
の
ま
ま
で
す
。

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

署署署署 長長長長
雑雑雑雑 感感感感

後志森林管理署
署長

田之畑　忠　年

変
わ
ら
ぬ
風
景
と
移
ろ
う
光
景

窓

か

ら

臨

む

羊

蹄

山
ヒラフスキー場から羊蹄山を望む



輝く湖面と緑豊かな自然林

洞爺湖滝之上キャンプ場

レ ク 森 紹 介

キャンプ
へ

行こう
！キャンプ

へ

行こう
！

　国有林には、その自然環境を活かし、
自治体等によって運営されるキャンプ場
がたくさんあります。
　このコーナーではその魅力の数々を紹
介していきます。

�

　洞爺湖町と壮瞥町にまたがる洞爺湖に
は、いくつものキャンプ場がありますが、
その中でも「隠れ家」的存在なのが、この
「洞爺湖滝之上キャンプ場」です。
　リゾート地でもあり高規格のキャンプ場
が多い地域ですが、ここの施設はとてもシ
ンプルで、場内に漂うどこか懐かしい風情
も魅力の一つかもしれません。
　湖畔側のサイトは湖面のすぐそばまでテ
ントが張れる親水性の良さ、そして目の前
に広がる青く輝く湖と中島の織りなす風
景。また、緑豊かな自然林の中に広がる林
間のサイトも、木立の中を流れる心地よい
空気感と木漏れ日の下で「野営」の風情満
点で、洞爺湖のキャンプはここでしかしな
いというファンもいるそうです。
  キャンプ場を訪れた７月下旬は、好天の
下、キャンパーのみなさんは適度な間隔を
取りながらテントを立て、プライベートサ
イト気分で湖の景色を眺めたり、穏やかな
湖面でのカヌー、炭火でバーベキュー、ハ
ンモックでお昼寝、また、キャンプ場をベ
ースにポタリング（自転車での散歩）など、
いろいろなスタイルで洞爺湖の夏を楽しん
でいました。
　近くには仲洞爺温泉、壮瞥温泉などがあ
り、湖畔でたっぷり遊んだ後の湯浴みも楽
しむことができます。
　晩夏のひとときを洞爺湖の畔

ほとり

で過ごして
みませんか？

洞爺湖と中島の織りなす景色を楽しめる湖畔のサイト

木陰で涼しい林間サイト

水場は林間と湖畔の計２個所 懐かしい風情のバンガロー

カヌーの似合うシチュエーション

滝之町

洞爺湖

滝之上
キャンプ場

壮瞥町役場

〶壮瞥局

壮瞥発電所
壮瞥森林事務所

壮瞥中

壮瞥高

453

2

132

ＤＡＴＡ
○所　在　地　有珠郡壮瞥町字東湖畔
○利用形態　草の生えた土のフリーサイト　
　　　　　　一部車両乗り入れ可能
○施　　設　水場・トイレ・バンガロー（４人用６棟）
○料　　金　大人400円・小人200円　バンガロー3000円       
○開設期間　９月中旬まで
○問い合わせ　壮瞥町高齢者事業団　0142-66-2548
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駒
ヶ
岳
・
大
沼
森
林
環
境
保

全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
の
た
め
の

「
森
林
づ
く
り
塾
」
を
年
六
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

七
月
六
日
（
日
）
に
第
三
回

講
座
を
開
催
し
、
二
十
一
名
の

塾
生
の
み
な
さ
ん
と
七
飯
町
カ

リ
マ
国
有
林
に
お
い
て
植
栽
木

の
生
長
を
妨
げ
る
草
本
類
を
刈

り
払
う
「
下
刈
り
」
作
業
（
写

真
①
）
と
植
栽
木
を
野
生
生
物

の
食
害
な
ど
か
ら
保
護
す
る

「
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
」
の
設
置

作
業
（
写
真
②
）
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
大
変
蒸
し
暑
い
中
で

の
作
業
で
し
た
が
、
塾
生
の
み

な
さ
ん
は
、
春
に
植
栽
し
た
ミ

ズ
ナ
ラ
の
生
長
を
確
か
め
な
が

ら
、
〇
・
六
三
㌶
の
区
域
を
二

時
間
ほ
ど
か
け
、
て
い
ね
い
に

刈
り
払
っ
て
い
ま
し
た
。

（
窪
田　

自
然
再
生
指
導
官
）

　

常
呂
川
森
林
環
境
保
全
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
と

の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
な
が

ら
、
森
林
を
愛
す
る
仲
間
の
輪

を
広
げ
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
会
」
の

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
六
日
（
日
）、
同
会
に

よ
る
「
巨
樹
・
巨
木
が
茂
る
森

林
散
策
会
」
が
、
北
見
市
と
網

走
市
に
ま
た
が
る
国
有
林
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
森
」で
開
催
さ
れ
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
四
十
四
名
の
参
加
者

が
、
同
会
事
務
局
長
の
吉
田
昭

義
さ
ん
ら
の
案
内
で
樹
木
、
草

花
、
鳥
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生
き
物

が
水
や
土
壌
と
関
わ
り
な
が
ら

バ
ラ
ン
ス
良
く
、
ま
る
で
森
林

全
体
が
ひ
と
つ
の
生
命
体
の
よ

う
に
息
づ
い
て
い
る
様
子
を
観

察
し
、
こ
の
森
の
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
や
不
思
議
さ
に
魅
了
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
石
橋　

所
長
）

石狩地域

常呂川釧路湿原

駒ヶ岳・大沼

森林環境保全ふれあいセンターは、国有林をフィー
ルドとした自然再生や生物多様性の保全、森林環境
教育などの活動を支援しています。

森林環境保全
ふれあい
センター

森林環境保全
ふれあい
センター

通 信

木
々
の
生
長
を
確
か
め
な
が
ら
下
刈
り
作
業

木
々
の
生
長
を
確
か
め
な
が
ら
下
刈
り
作
業

木
々
の
生
長
を
確
か
め
な
が
ら
下
刈
り
作
業

木
々
の
生
長
を
確
か
め
な
が
ら
下
刈
り
作
業

森
林
づ
く
り
塾
２
０
０
８
・
第
３
回
講
座

常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
常呂川森林環境保全
ふれあいセンター

駒ヶ岳・大沼森林環境保全
ふれあいセンター

駒ヶ岳・大沼森林環境保全
ふれあいセンター

駒ヶ岳・大沼森林環境保全
ふれあいセンター ②

森
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
・
不
思
議
さ
に
魅
了

森
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
・
不
思
議
さ
に
魅
了

森
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
・
不
思
議
さ
に
魅
了

森
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
・
不
思
議
さ
に
魅
了

巨
樹
・
巨
木
が
茂
る
森
林
散
策
会

①
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釧
路
湿
原
森
林
環
境
保
全
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
理
科
教

員
の
研
修
会
と
小
学
生
の
野
外

体
験
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。

　

七
月
四
日
（
金
）、
標
茶
町

内
の
教
職
員
十
三
名
に
よ
る
理

科
部
会
の
研
修
が
、
同
町
の
雷

別
地
区
自
然
再
生
事
業
地
で
行

わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
釧

路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会
の
取

り
組
む
雷
別
地
区
自
然
再
生
事

業
の
概
要
や
、
市
民
参
加
の
活

動
、
森
林
環
境
教
育
支
援
活
動

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
先
生
方
か
ら
は

「
雷
別
で
は
針
葉
樹
は
植
え
な

い
の
か
」、「
シ
カ
防
護
柵
は
雪

が
積
っ
て
も
効
果
が
有
る
の

か
」等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
然
再
生
の
取
り
組
み

へ
期
待
を
寄
せ
る
声
も
聞
か

れ
、
今
回
の
現
地
研
修
は
、
当

セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
知
っ
て
も

ら
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

七
月
六
日
（
日
）
に
は
、
釧

路
市
こ
ど
も
遊
学
館
主
催
の
野

外
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
標
茶
町
内

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
る

中
、
小
学
生
の
親
子
な
ど
十
八

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
ド
ラ
ム
缶
を
使
っ

た
簡
易
炭
焼
き
機
に
よ
る
炭
焼

き
体
験
（
写
真
①
）
と
小
さ
な

ブ
リ
キ
缶
を
使
っ
た
花
炭
作
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

花
炭
作
り
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ

等
の
細
い
葉
が
原
型
の
ま
ま
炭

に
焼
け
て
い
る
の
に
驚
き
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
山
火
事
の
消
火

道
具
を
使
っ
て
森
の
消
防
士
体

験
（
写
真
②
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
背
負
い
式
消

火
水
の
う
「
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー

タ
ー
」
を
水
鉄
砲
の
よ
う
に
使

っ
た
的
当
て
放
水
に
興
奮
気
味

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
樹
木
観
察
な
ど
も
行

い
、
森
の
中
で
緑
を
満
喫
し
た

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
國
井　

自
然
再
生
指
導
官
）

　

石
狩
地
域
森
林
環
境
保
全
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
度

か
ら
野
幌
森
林
公
園
の
風
倒
被

害
再
生
植
樹
個
所
で
市
民
参
加

型
の
下
刈
り
作
業
（
写
真
①
）

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
六
月
中

旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
の

べ
十
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

　

下
刈
り
は
地
味
で
重
労
働
な

作
業
で
す
が
、
意
外
に
も
多
く

の
参
加
者
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
の
森
づ
く
り
目
標
は

「
百
年
前
の
原
始
性
が
感
じ
ら

れ
る
自
然
林
」
の
再
生
。
植
栽

木
だ
け
で
な
く
自
然
に
生
え
て

き
た
稚
樹
も
大
事
に
育
て
る
た

め
、
誤
っ
て
刈
り
払
わ
な
い
よ

う
テ
ー
プ
で
目
印
を
付
け
な
が

ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。（
写

真
②
）

　

下
刈
り
作
業
は
今
後
も
続
き

ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
市
民
参

加
を
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
堀
川　

自
然
再
生
指
導
官
）

①

常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
釧路湿原森林環境保全
ふれあいセンター
釧路湿原森林環境保全
ふれあいセンター

石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター
石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター
石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター

森
林
へ
の
理
解
を
深
め
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト

森
林
へ
の
理
解
を
深
め
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト

森
林
へ
の
理
解
を
深
め
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト

森
林
へ
の
理
解
を
深
め
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト

先
生
は
勉
強
〜
子
ど
も
た
ち
は
野
外
体
験

下
刈
り
イ
ベ
ン
ト
10
連
発

下
刈
り
イ
ベ
ン
ト
10
連
発

下
刈
り
イ
ベ
ン
ト
10
連
発

下
刈
り
イ
ベ
ン
ト
10
連
発

重
労
働
に
多
く
の
市
民
参
加

①

②

②
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え
り
も
町
は
、
北
海
道
の
東

南
端
に
位
置
し
日
高
山
脈
と
太

平
洋
に
囲
ま
れ
、
え
り
も
岬
や

黄
金
道
路
な
ど
、
日
本
で
屈
指

の
強
風
地
な
ら
で
は
の
美
し
い

景
観
地
が
あ
る
漁
業
と
観
光
の

町
で
す
。

　

え
り
も
岬
の
国
有
林
四
百
二

十
一
㌶
は
、
か
つ
て
「
え
り
も

砂
漠
」
と
言
わ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
で
、
地
元
の
漁
師
と
国
が
協

力
し
五
十
五
年
の
歳
月
を
か
け

て
取
り
戻
し
た
緑
化
造
林
地
で

す
。

　

環
境
や
エ
コ
と
い
う
言
葉
が

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
ろ
に
始
ま

り
、
現
在
で
は
緑
化
事
業
の
成

功
地
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て
お

り
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
に
も
紹
介
さ

れ
、
一
昨
年
は
天
皇
皇
后
両
陛

下
が
御
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
り
も
治
山
事
業
所
で
は

木
々
が
育
ち
や
す
い
土
地
を
作

る
た
め
の
排
水
工
、
太
平
洋
か

ら
吹
き
付
け
る
強
風
か
ら
幼
木

を
守
る
防
風
柵
の
設
置
、
苗
木

の
植
栽
と
そ
の
後
の
保
育
管
理

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
ま

で
に
え
り
も
岬
の
国
有
林
面
積

の
九
十
四
％
の
緑
化
を
完
了
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
ふ

れ
あ
う
仕
事
も
多
く
役
場
や
地

元
の
観
光
協
会
の
み
な
さ
ん
と

関
わ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま

す
。　

　

先
日
あ
る
ツ
ア
ー
に
同
行
し

た
際
、
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し

た
。「
こ
こ
に
住
む
人
達
は
、

え
り
も
が
全
国
的
に
有
名
だ
と

思
い
す
ぎ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い

け
な
い
。
他
力
本
願
で
は
リ
ピ

ー
タ
ー
は
増
や
せ
な
い
」
こ
れ

は
緑
化
事
業
に
も
言
え
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　

緑
も
人
の
手
で
守
り
育
て
つ

つ
、
同
時
に
自
然
の
力
で
回
復

で
き
る
よ
う
に
導
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

半
世
紀
か
け
て
取
り
戻
さ
れ

た
緑
は
事
業
地
の
七
割
が
ク
ロ

マ
ツ
林
で
す
。
先
人
の
努
力
を

無
駄
に
し
な
い
た
め
に
、
ま
た

い
つ
の
日
か
え
り
も
の
緑
が
自

力
で
更
新
で
き
る
よ
う
に
、
今

後
は
本
数
調
整
伐
・
広
葉
樹

化
・
シ
カ
の
食
害
対
策
な
ど
積

極
的
な
事
業
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

え
り
も
の
「
何
も
無
い
」
時

代
は
終
わ
り
、
緑
化
事
業
地
も

立
派
な
観
光
資
源
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
今
回
の
異
動
で
初
め
て

北
海
道
の
地
を
踏
み
ま
し
た

が
、
道
内
に
長
年
住
ん
で
い
て

も
え
り
も
に
来
た
こ
と
が
な
い

人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
え
り
も
岬
を
訪
れ
た

み
な
さ
ん
が
後
ろ
の
森
林
を
振

り
返
っ
て
、緑
化
事
業
の
過
去
、

現
状
を
知
り
、
森
林
の
未
来
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
が
少
し
で

も
増
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

山 最 前 線
持久力のある森林を育てる持久力のある森林を育てる
治

山地の保全・災害復旧などの治山事業を現地で担う
各地の治山事業所からのレポートを紹介します。
山地の保全・災害復旧などの治山事業を現地で担う
各地の治山事業所からのレポートを紹介します。

えりも岬の国有林治山えりも岬の国有林治山

日高南部森林管理署

えりも治山事業所

①百人浜のクロマツ人工林
②強風から幼木を守る防風柵
③地域のみなさんによる植樹活動
④展望台に続く歩道から市街地を臨む

日高南部森林管理署

えりも治山事業所
◦幌泉郡えりも町字新浜247
◦電話／01466−2−3149

主任　安田　麻美

④③②

①
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■
島
に
咲
け　

永
久
に

　
　

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
写
真
展

　

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
は
国

内
で
礼
文
島
だ
け
に
自
生
す
る

ラ
ン
科
の
植
物
で
、「
種
の
保

存
法
」
の
国
内
希
少
野
生
動
植

物
種
等
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
九
八
〇
年
頃
か
ら
盗
掘
が

続
き
、
一
時
期
は
絶
滅
が
心
配

さ
れ
る
ほ
ど
に
数
を
減
ら
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
各
機
関
に
よ

り
保
護
増
殖
の
調
査
研
究
や
盗

掘
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
今
年
、
残
念
な
が
ら

二
件
の
盗
掘
事
件
が
起
こ
り
、

関
係
者
一
同
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
し

き
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
啓
蒙

活
動
の
強
化
と
監
視
の
継
続
が

必
要
で
あ
る
と
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。

　

宗
谷
森
林
管
理
署
で
は
啓
蒙

活
動
の
一
環
と
し
て
、
四
月
か

ら
礼
文
島
の
香
深
フ
ェ
リ
ー
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
写
真
展
を

行
っ
て
お
り
、
会
場
に
設
置
さ

れ
た
椅
子
に
座
り
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

野
生
の
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ

ウ
の
開
花
期
は
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
本
写
真
展
は
九

月
末
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、

シ
ー
ズ
ン
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん

の
観
光
客
の
方
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

■
観
せ
て
守
る
花
の
島

　
　

礼
文
島
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

今
年
で
十
回
目
と
な
る
礼
文

島
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
環
境
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
礼
文
島
自
然
情
報

セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
開
催
さ

れ
、
島
内
外
か
ら
六
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
参
加
者
が
エ
コ
ツ

ア
ー
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
歩
き
、

道
の
様
子
や
風
景
、
ト
イ
レ
設

置
状
況
等
を
体
感
し
、
午
後
か

ら
は
三
課
題
の
講
演
と
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

花
を
楽
し
む
た
め
の
歩
道
利

用
の
背
景
に
は
、
人
に
優
し
い

道
の
整
備
と
植
物
の
保
護
と
い

う
相
反
す
る
課
題
が
浮
か
び
上

が
る
こ
と
か
ら
、
今
年
は
自
然

歩
道
の
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
（
賢
い

利
用
）
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

狭
く
利
用
の
多
い
歩
道
の
荒

れ
が
話
題
と
な
り
、「
一
方
通

行
」、「
二
ル
ー
ト
を
準
備
し
隔

年
開
放
」、「
何
ら
か
の
規
制
を

行
う
場
合
は
観
光
客
が
減
る
可

能
性
な
ど
礼
文
全
体
の
話
と
し

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
」な
ど
、

様
々
な
立
場
か
ら
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
の
参
加
を
得
た
事

は
そ
れ
だ
け
関
心
が
集
ま
っ
て

い
る
証
拠
で
す
。
よ
り
魅
力
的

な
礼
文
を
目
指
す
た
め
に
住
民

や
観
光
業
者
、
行
政
と
い
っ
た

関
係
者
が
お
互
い
じ
っ
く
り
話

し
合
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
と

再
確
認
し
ま
し
た
。

　
　

（
田
島　

礼
文
森
林
官
）

国有林が広がる奥尻島・利尻島・礼文島

北の島だより北の島だより
離島の森林事務所に勤務し、
島民のみなさんとともに森林を守り育てる
森林官・主任たちから届いた話題を紹介します。

利尻島 礼文島

奥尻島

礼
文
森
林
事
務
所

花
の
島　

礼
文
島

花
の
島　

礼
文
島

花
の
島　

礼
文
島

花
の
島　

礼
文
島

み
ん
な
で
考
え
・
守
り
・
伝
え
る
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【網走西部署】７月８日（火）、遠軽町立遠軽
小学校・同PTA「おやじの会」が主催する同町
の学社融合事業の「工夫して作ろう〜楽しい木
工作にチャレンジ」が同小で開催されました。
　これは、親子のコミュニケーション、木工を
通じ木に興味をもってもらう、各種道具の使い
方を学ぶことなどを目的に毎年行われているも
ので、当署の職員と「まちの森林博士」が協力
しています。
　当日はいろいろな木々の枝、ツル、笹の茎、
松ぼっくり、どんぐり等を材料に、親子共に夢
中になりながら創作し、２時間ほどで個性豊か
なすばらしい作品が沢山でき上がりました。
　また、７月24日（木）には、湧別町立芭

ばろう

露小
学校の３年から６年までの31名の子どもたちと
同町の円山自然休養林をフィールドに森林教室
を開催しました。
　当日は当署の職員、「まちの森林博士」のみ
なさんを先生役に、水源の様子を観察したり、
落ち葉などが重なって何年もかかってできあが
る土壌の仕組みなどを学んだり、また、笹舟や
笹笛を作って遊び、涼しくて、気持ちが良い森
の中で夏の１日を過ごしました。

（辻　森林ふれあい係長）

【東大雪支署】７月４日（金）、士幌町立新田
小学校の全校児童18名のみなさんと同小の学校
林「ニッタの森」で子ども樹木博士認定会を開
催しました。
　当日は、葉っぱや樹皮に直接触れながら20種
類の樹木の観察を行い、葉の形や毛の生え方、
匂いや感触など識別のポイントを学んでから認
定に臨み、正解数に応じた認定証を授与しまし
た。
　子どもたちは「葉っぱを触って木の種類が分
かるのがすごい」、「同じマツでも葉の形が違う
ことにびっくりした」などと話し、新しい発見
に興奮気味でした。
　その後、葉を模したブローチ作りに挑戦し、
個性豊かな作品を作り上げました。
　楽しみながら樹木の特徴を学んだ有意義な１
日になりました。

（赤坂　森林ふれあい係長）

楽しい木工にチャレンジ！楽しい木工にチャレンジ！
遠軽小学校

何を作ろうかな〜　まずはノコギリで部品づくり

自然休養林で楽しく勉強！自然休養林で楽しく勉強！
芭露小学校
ばろう

さぁ、森へ行って楽しく遊ぼう！

子ども樹木博士に挑戦子ども樹木博士に挑戦
士幌町立新田小

特徴をよく覚えてね！

この葉は何の木かな？

みんなで楽しい森林教室
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【北空知支署】６月27日（金）、幌加内中学校
の１年生のみなさん９名と北海道百名山の１つ
で、同町にある三頭山（標高1009㍍）での登山
学習を行いました。
　これは、同校が登山を通じ、お互いに協力す
る態度を育てる、困難に対して自ら立ち向かう
気力や体力を養う、郷土のよさを見直し体験的
に学ぶことなどを目的に毎年行っているもので、
当支署ではガイドなどの協力を行っています。
　当日は５合目からスタートし、道中は当支署
の職員が案内役を務め、登山道脇の植物などの
自然解説を行い、生徒のみなさんは周囲の自然
を興味深そうに観察していました。
　３時間弱で到着した山頂からは360度の大パ
ノラマが広がり、幌加内町、朱鞠内湖等を眺め
ながら、達成感と喜びをみんなで分かち合いま
した。
　郷土・幌加内町の自然とともに登山の楽しさ、
厳しさを同時に体感した大変有意義な活動とな
りました。

（永宮　業務課長）

【常呂川森林環境保全ふれあいセンター】６月
26日（木）、網走支庁管内の新任教員のみなさ
んと林業体験と森林学習を網走市のオホーツク
の森で行いました。
　これは「地域の自然や文化に触れる体験など
を通じて、教員としての視野を広げ、教育活動
に役立てる」ことを目的とした初任者研修「地
域研修」（自然観察基礎講座）として、網走教
育局の依頼で毎年実施しているものです。
　当日はまず、「生物多様性のある森林」、当セ
ンターが取り組む「自然再生モデル事業」、「森
林環境教育の支援」などについての説明を行っ
てから「自然再生モデル林」に移動し、カミネ
ッコンの作成、稚樹の山取りの方法、クマイ笹
が覆い茂る薮で鎌と鍬を持っての地拵えと整
地、シカ等被害防止ネットの設置などの林業体
験を行いました。
　午後からは「古

いにしえ

の森」で自然観察を行い、ク
マゲラやクリンソウなどの天然記念物や希少野
生生物の生態、国有林における保護対策につい
て説明を行いました。
　参加した先生方からは「今回の研修を通じて
森林の大切さや良さを感じ、生徒たちにも実際
に体験させたり触れさせてあげたいと思った」
と感想が寄せられました。
� （栄　自然再生指導官）

がんばって登った三頭山がんばって登った三頭山
幌加内中学校

元気に登頂記念写真！

自然解説に興味津々

学校の先生も森で勉強学校の先生も森で勉強
新任教員のみなさん
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【
石
狩
署
】七
月
十
三
日（
日
）、

札
幌
市
奥
定
山
渓
国
有
林
に
お

い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林
遊
び

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
林
づ
く
り
と

「
森
と
水
環
境
を
語
る
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
森
林
づ
く
り
と
し
て
、
北

京
師
範
大
学
珠
海
分
校
・
聯
合

国
際
学
院
両
校
日
中
交
流
団
一

行
、
北
海
道
み
ず
環
境
ユ
ー
ス

Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ａ
、
森
林
遊
び
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
計
四
十
六
名

で
水
源
の
森
の
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ツ

植
樹
個
所
の
下
刈
り
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
移
り
、
日
中
交
流
団
と
の
通

訳
を
介
し
た
意
見
交
換
、「
水

源
の
森
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

採
択
を
通
じ
、「
水
源
の
森

一
〇
〇
選
」
奥
定
山
渓
国
有
林

の
果
た
し
て
い
る
役
割
を
再
認

識
し
、
こ
の
森
林
を
次
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
た
ゆ
ま
な
い
ア

プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
考
え
る

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
杉
村　

流
域
管
理
調
整
官
）

【
網
走
西
部

署
】
七
月
四

日(
金)

、
紋

別
市
市
民
会

館
で
、
北
海

道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
の
開

催
に
リ
ン
ク

し
た
「
森
か

ら
海
の
連
環

を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
「
緑

の
循
環
森
林

認
証
で
地
域

お
こ
し
協
議

会
」
主
催
、

北
海
道
、
北

海
道
森
林
管
理
局
な
ど
の
後
援

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
京

都
大
学
が
提
唱
す
る
、「
森
・

里
・
海
連
環
学
」
を
と
お
し
て

地
球
の
環
境
問
題
を
考
え
、
紋

別
市
を
中
心
と
す
る
「
網
走
西

部
流
域
」
に
お
け
る
「
森
林
認

証
取
得
」
な
ど
の
循
環
型
社
会

の
構
築
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を

全
国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
七
百
名
も
の
来
場
者

が
あ
る
中
、
竹
内 

典
之 

京
都

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「〝
森
・

里
・
海
連
環
学
〟
の
思
想
と
北

海
道
の
森
林
」、
ア
ウ
ト
ド
ア

ラ
イ
タ
ー 

天
野 

礼
子
氏
に
よ

る「
サ
ケ
が
森
に
教
え
る
こ
と
」

と
題
し
た
基
調
講
演
、
山
田
北

海
道
森
林
管
理
局
長
に
よ
る

『「
緑
の
循
環
」
森
林
認
証
を

活
か
し
た
地
域
づ
く
り
』
の
講

話
の
後
、
森
林
認
証
の
取
り
組

み
に
関
す
る
協
定
調
印
式
、

『「
森
か
ら
海
」
の
連
環
を
考

え
る
！
』
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

（
安
藤　

流
域
管
理
調
整
官
）

みんなで考えよう　森林・水源・海・循環型社会

循環型社会への
取り組み発信
森から海の連環を考えるシンポ

水源の森へのメッセージ
森と水環境を語るシンポ
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各地からの便り各地からの便り

ＧＳＳ人命救助で表彰される

【網走南部署】７月16日（水）、ウト
ロ森林事務所森林官とグリーンサポー
トスタッフ（GSS）４名が地元斜里警
察署長より人命救助で表彰を受けまし
た。
　これは７月３日（木）、同森林官と
GSS ４名が羅臼岳の巡視中に、けがを
した登山者がいるとの連絡を受け現地
へ急行したところ、けがの様子から骨
折が疑われたため応急処置し、ヘリコ
プターで被災者をつり上げられる場所
まで簡易担架で１時間かけて搬送した
救助活動に贈られたものです。
　これからもこれを励みに活動を続け
ていきたいと考えています。

おけと人間ばん馬で大暴れ＾＾！

【網走中部署】７月６日（日）、おけと夏祭りのメーン・
イベント「おけと人間ばん馬」で、当署の暴れ馬「ジ
ャンコー」７人組が優勝賞金20万円の「７人引き」に
挑み、祭りを盛り上げました。
　これは林業で栄えた置戸町の姿を残すため、昭和52
年から始まったもので、高さ1.2ｍの盛り土が２カ所
ある全長80ｍのコースを、丸太を積んだバチといわれ
る鉄ぞり（予選300㎏、決勝ではなんと500㎏！）を引
く迫力満点のレースです。
　「ジャンコー」は予選突端し決勝へ進み、上位入賞
はかなわなかったものの、500㎏の丸太を引き最後ま
で他のばん馬と勝負を争い、ゴール後は多くの観客の
拍手を浴びました。

Ｊ８サミットの若者たちが森林づくり

【胆振東部署】７月９日（水）、千歳市の支笏湖畔で
開催されていたジュニア・エイトサミットに参加して
いる各国の青少年のみなさんが支笏湖周辺国有林にお
いて、イオン環境財団の協力で、同財団・チアーズク
ラブの子どもたちと身振り手振りで交流しながらアカ
エゾマツなど200本の記念植樹を行いました。

森・水・緑を肌で感じよう！

【檜山署】６月28日（土）、上ノ国町・
内郷にある上ノ国ダムにおいて、同町
教育委員会、函館土木現業所との共催
で「水と緑に親しむ親子の集い」を開
催しました。
　当日は、子どもたちによるヒバの記
念植樹、参加者全員による魚釣り体験
などを行い、大人も子どもも自然を満
喫した１日となりました。
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「北見営林局」跡地に記念碑

【北見事務所】平成16年３月末をもって北海道森
林管理局北見分局が廃止となり、昭和23年にこの
地に「北見営林局」として建てられた庁舎も半世
紀余りの歴史を閉じました。
　この跡地には「コープ札幌きよみ店」がオープ
ンしましたが、その一角には当時の面影をとどめ
る庭木などを残した「小公園」が作られ、地域住
民の憩いの場となっています。
　この度、生活協同組合コープさっぽろの計らいでこの場所
の歴史を記した記念碑が建立されました。碑には「昭和23年、
この地に北見営林局庁舎が建設され半世紀余り、北見地域の
国有林野の管理経営の中核として重要な役割を果たされまし
た。長い間、地域住民に親しまれた緑豊かな正面庭園の面影
を、緑地広場として残しました。」と刻まれています。
　この小公園が当時を偲ばれる方々はもとより、末永く地域
の方々に愛される事を願っています。

美しい森林づくり協力宣言

【十勝西部署】６月28日（土）、とか
ちプラザにおいて、「もっとエコなと
かちづくり2008」が開催されました。
　当日会場では、植樹活動などのパネ
ル展示、カラマツでマイ箸づくり体験、
環境を考えるシンポジウムなどが行わ
れました。
　また、「とかち美しい森林づくり」
が十勝地区森林組合振興会などによっ
て宣言され、環境活動を実践している
帯広市立森の里小学校の児童代表から
は元気に「協力宣言」が行われました。

国有林の四季体験ツアー」

【根釧西部署】６月30日（月）、根釧西部森林管理署
管内の景勝地・四季折々の見所を紹介し、参加者に写
真撮影などを楽しんでもらう「国有林の四季体験ツア
ー」を開催しました。
　第１回目となる今回は、阿寒湖畔周辺の白湯山展望
台や阿寒湖、ペンケトーなどを案内し、みなさんに「夏」
の絶景の数々をカメラに収めていただきました。
  秋・冬にも同ツアーを行い、みなさんの作品の中か
ら選りすぐりを提供していただき、来年度の当署PR
用カレンダー作成などに使わせていただく予定です。
　参加者のみなさんからは「普段なかなか来られない
ところを見られてうれしい！」「次回もぜひ参加した
い！」などの声が聞かれました。
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